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2014年 8月 27日 

プリンセス・クルーズ創立 50周年記念イベントの幕開けは 
『リーガル・プリンセス』命名式典 

プリンセス・クルーズを一躍有名にした大人気ドラマ『ラブ・ボート』の 

オリジナル・キャストが新造船『リーガル・プリンセス』の名付け親に 

一世を風靡した米大人気ドラマ『ラブ・ボート』が放映され、プリンセス・クルーズの客船を舞台にしたクルー

ズの旅が紹介されてから、40 年近くが経過した。同ドラマをきっかけにクルーズ人気が一気に高まり、プリ

ンセス・クルーズは洋上のバケーションの代名詞として一躍有名になった。 

2015年に創立 50周年という節目を迎えるプリンセス・クルーズは、『ラブ・ボート』のこれまでの貢献に敬意

を表し、同ドラマのオリジナル・キャスト・メンバーを、新造船『リーガル・プリンセス』の名付け親に選んだ。

『ラブ・ボート』のオリジナル・キャスト 6 人全員が、11 月 5 日に米フォートローダデイルに集まり、同新造船

の命名式典に出席する。 

『リーガル・プリンセス』の命名式典は、2015年に設立 50周年を迎えるプリンセス・クルーズの記念イベント

の幕開けとなる。 

『リーガル・プリンセス』の命名式典に参加する俳優は、ギャビン・マクロード氏（船長のスチュービング役）、

フレッド・グランディ氏（チーフ・パーサーのゴーファー役）、テッド・ランゲ氏（バーテンダーのアイザック役）、

バーニィ・コペル氏（クルーズ・ドクターのドック役）、ローレン・ティウス氏（クルーズ・ディレクターのジュリー

役）、および、ジル・ホイーラン氏（キャプテンの娘のヴィッキ役）。 

プリンセス・クルーズ社長のジャン・スワーツは、次のように述べている。「プリンセス・クルーズを一躍有名

にした大人気ドラマ『ラブ・ボート』のキャスト以外に、新造船『リーガル・プリンセス』の名付け親として相応し

い人達は思い浮かびません。弊社の歴史において非常に重要な役割を果たした同キャストを、特別な敬意

を表して『リーガル・プリンセス』の命名式典に名付け親としてお迎えしたいと考えました。同命名式典は、プ

米大人気ドラマ『ラブ・ボート』のオリジナル・キャストが、新造船『リーガル・プリンセス』の名付け親に 
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リンセス・クルーズ 50 周年記念イベントの最初の催しです。2015 年にプリンセス・クルーズの保有客船 18

隻いずれかにご乗船されるお客様は、様々な 50周年記念イベントをお楽しみいただけます。」 

『ラブ・ボート』の撮影は、1977 年にプリンセス・クルーズの客船、初代『サン・プリンセス』（乗客定員 730

人）の船上でまず試験的に行われた。これをきっかけに、プリンセス・クルーズと同ドラマの関係が築かれ、

1987 年までに計 10 シーズンが放映された。同ドラマは最高視聴率を記録し続け、放映期間が最も長いド

ラマとなった。『ラブ・ボート』の主な撮影は、プリンセス・クルーズの保有客船である『パシフィック・プリンセ

ス』と『アイランド・プリンセス』でも行われたが、シリーズ後半や特別番組はプリンセス・クルーズのその他多

くの客船も舞台となり、世界中の寄港地で撮影が行われた。 

1986 年に同ドラマが終了して以来、プリンセス・クルーズのアンバサダーを務めているギャビン・マクロード

氏は、次のように語っている。「『ラブ・ボート』で共演したメンバーと一緒に、『リーガル・プリンセス』の北米デ

ビューに立ち会えることをとても光栄に思います。『ラブ・ボート』が世界中で継続的に放映されているのは、

洋上でのロマンスに全世界が魅了されている証だと思います。」 

5 月に就航を開始した乗客定員 3,560 人の『リーガル・プリンセス』は、11月にフォートローダデイルに到着

し、伝統的な命名式典を終えた後、東カリブ海クルーズを予定している。『リーガル・プリンセス』には、以下

のような数多くの魅力的な特徴がある。 

 社交の中心となる複数階吹き抜けのアトリウムでは、ドリンクや軽食、エンターテイメントが楽しめる

 シーウォークはトップデッキに設置され、船体から 8.5 メートル以上も張り出したガラス張りフロアで海

上散歩が楽しめる

 プールサイドに設置された、水上に浮かんでいるようなプライベート・カバナ

 船上のテレビ・スタジオ、プリンセス・ライブ！

 洋上最大級のペーストリー・ショップ

 シェフズ・テーブル・ルミエールは、幻想的な光のカーテンでお客様を包み込み、プライベートな雰囲気

の中、特別メニューが楽しめる

 すべての海側客室は、バルコニー付き

『リーガル・プリンセス』の東カリブ海クルーズ、および、プリンセス・クルーズに関する詳細は、プリンセス・ク

ルーズの日本語ホームページ(http://www.princesscruises.jp/)、もしくは、TEL: 03-3573-3610まで。 

プリンセス・クルーズについて 

クルーズ業界で最もよく知られる名前の一つであるプリンセス・クルーズは、現在 18 隻の近代的な客船を

運航する、世界的なクルーズ会社。革新的なデザインの客船で、食事やエンターテイメント、アメニティーの

豊富な選択肢を、最上級のサービスとともに提供している。世界的なクルーズ会社のリーダーとして、年間

170 万人のお客様を世界中の目的地に向けて、4 泊から 111 泊のクルーズを運航している。プリンセス・ク

ルーズは、カーニバル・コーポレーション& plc (NYSE/LSE:CCL; NYSE:CUK)傘下の会社である。 

株式会社カーニバル・ジャパンについて 

カーニバル・ジャパンは、世界最大の客船運航会社であるカーニバル・コーポレーション& plcの日本法人と

して、プリンセス・クルーズ、キュナード・ライン、シーボーン・クルーズのクルーズ商品の販売とマーケティン

グ等を行っている。 
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